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学位論文題名 

幼児とともに「課題」を受容する保育者の実践知 

― 専門性論議における「生活の共同生成」の定位 ― 

 
 本論⽂の独⾃性と意義は、保育者の専⾨性研究が前提にしてきた「問題解決」という枠組
みを相対化し、新たに「⽣活の共同⽣成」を専⾨性の中軸に位置づける論理を構築した点に
集約される。1989 年幼稚園教育要領改訂以降、⼀⻫指導技術から「幼児理解」に専⾨性論
議が移る中、認知的アプローチと状況的アプローチという 2 つの専⾨性研究の潮流が⽣ま
れた。前者は仮想事例をもとに保育者の思考様式をモデル化し、後者はより具体的な⽂脈に
おける⾝体レベルでの幼児理解の様相を記述しようとするものとして対⽴するが、著者に
よれば両者には保育を「問題解決」と⾒なす共通前提がある。「問題解決」は、⼼理学の古
典的パラダイムであり、専⾨性を実証的に検討するには強⼒である。確かに、怪我やアレル
ギー対応のように、保育実践には因果的な認識が妥当な問題もあるが、むしろ直接的・即時
的な解決が期待できない問題も多い。 

後者を保育実践の本質規定に統合するために、著者は Newman & Holzman の「道具と結
果⽅法論」を援⽤し、保育における「問題」枠組みを 2 つに区分した。既存研究の多くが前
提とするのは、「トラブル」としての問題に「対処」し「解決」するという「問題解決」の
枠組みである。これに対し、すぐには解消できない「課題」としての問題を「受容」しつつ、
⽣活全体への「援助」を進めていくという「⽣活の共同⽣成」の枠組みが⽴てられた。「問
題解決」論の限界は、それのみでは専⾨性を断⽚的な保育技術に解体する可能性を孕み、保
育者の「唯⼀性」を危うくする点にある。「⽣活の共同⽣成」論の提⽰は、技術的合理性を
超えて、幼児と共に不確定の未来に向けて実践全体に責任(responsibility)を持つ保育者の専
⾨性を措定すると説く。本論⽂は、主流となってきた専⾨性研究の構造と限界を詳らかに展



開しており、当該分野の後続研究に⼤きなインパクトを与えるものと評価できる。 
以上の理論枠組みの下で 3 つの調査研究が⽤意された。研究１では“クラス替え”に関す

る保育者の論理が検討され、「課題」は無い⽅が良いのではなく、むしろ保育者は「課題」
を活⽤してクラス替えを構想し、保育の⼿がかりを得ていた。研究２では“親密すぎる⼆者
関係”の事例を軸とするビネット法により、保育者は仲間関係の「課題」そのものに対処す
るのではなく、保育活動全体の充実・発展に向けた援助を通して、「課題」が問題でなくな
っていく展望を有していることが⽰された。2 つの研究から、「問題解決」論では⾒逃され
がちな保育者の専⾨性に光が当てられている。更に、年⻑児のリレー活動における勝利⾄上
主義的価値観の⽣成と変容のプロセスを追った研究３により、保育者もまた「課題」を⽣成
する主体であることが⽰され、「⽣活の共同⽣成」という概念に内実を与えている。 

以上を踏まえ、著者は、保育者の専⾨性を捉える第 3 の研究視⾓として「物語的アプロー
チ」を提起し、その構成要件となる「課題の連鎖性」と「約束」という２つの概念を挙げた。
「課題の連鎖性」は、著者が「保育的時間」と呼ぶ、⼀定の計画や⾒通しを持ちつつも、具
体的な状況・⽂脈に応答して幼児と保育者が活動や環境構成を共同⽣成していく時間の流
れによって担保される。「問題解決」論の想定よりも複雑な課題の連なりとして実践を捉え、
そこに保育者がどう関わり、「⽣活の共同⽣成」の物語が描かれるかを問う。「約束」は、
Arendt,H.の概念の援⽤で、本論⽂では「計画」と「援助」を架橋する役割が期待されてい
る。たとえ保育者を幼児との「⽣活の共同⽣成」者と規定したとしても、公的教育の担い⼿
としての側⾯は消えず、何らかの保育計画を必要とする。「計画」と「援助」を結びつける
には、保育者と幼児との間にどう対話が成⽴し、合意がすり合わされ得るかが焦眉の課題に
なるとし、著者はそこに「約束」概念の可能性を託している。 
 本論⽂は、保育者の専⾨性研究の課題を体系的に描き出し、調査研究でそれを具体化した
上で、新たなアプローチの可能性を提⽰した意欲的かつ独創的な研究である。「⽣活の共同
⽣成」論は、技術的合理性に基づく“即戦⼒”に傾倒しがちな保育・教育分野の経営論理を問
い直し、「課題」⽣成主体としての保育者像もまた過度なゼロ・トレランス志向に⼀⽯を投
じるものとして、社会的・実践的な問題提起ともなるだろう。⼀⽅で、「⽣活」概念などよ
り精緻化が期待される点、提起された諸概念と現実の保育過程を結びつけて理解するには
未だ調査研究が⼗分とはいえない点、調査協⼒先が主に幼稚園であり、保育所保育にも通⽤
する議論であるかは慎重にすべき点等、いくつかの課題も指摘された。とはいえ、これらの
課題は本論⽂の学術的価値を損ねるものではなく、むしろ研究の発展可能性を⽰唆するも
のといえる。以上より、審査委員⼀同は著者が博⼠（教育学）の学位を授与されるに値する
と認めるに⾄った。 


